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※事業の推進方針は、前年度の事業評価書に基づいて記載しています。（Ａ…拡充　Ｂ…継続　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止）

公民館整備事業
費

社会教育課
利用者の安全性、利便性等を高めるために社会教育施設の
整備工事を実施します 41,410 2,461 Ｂ  P298

地方創生推進事
業費（空き家・ま
ちづくり推進事
業）

地域振興課
協働と連携のまちづくりの推進と定住・交流人口の増加を目指
します 16,525 18,100 Ｂ P62 P168

人権行政相談事
務費

住民課
人権擁護委員及び行政相談委員による相談並びに啓発活動
を行います 124 121 Ｂ  P227

自治振興費 総務課
区の活動を助成し、各地区の振興と地域行政の充実に寄与す
るよう努めます 25,929 26,018 Ｂ  P130

まちづくり推進事
業費

地域振興課

地域のまちづくり協議会（7団体）の情報共有と連携及び情報
発信のため、南知多町まちづくり協議会を運営するとともに、
移住定住者が積極的な参加・交流のできるまちづくりを進めま
す

5,905 6,233 Ｂ P61 P167

基本目標 安心できるまちづくり

基本施策 多様性を認め、共に支え合うコミュニティ

本町では町民や地域のつながり、助け合いが残っている一方で、若者の町外への流出により地域活動の中心
が高齢者となっており、活動の担い手の確保、地域と移住者等の交流の促進など、新たな課題が生まれていま
す。

少子高齢化、核家族化、若者・高齢者の単独世帯化が進み、人々の価値観やライフスタイルも多様化している
中、町民それぞれの価値観などを認めた上で、ボランティア活動や町民の自主的なまちづくり活動、男女共同参
画、国際交流活動の充実など、世代等の背景を超えたふれあいの機会が充実し、将来にわたり支え合い、助け
合いが残っていくまちづくりを目指します。

・町民や各種団体によるまちづくり事業を支援し、既存団体の合併や世代交代、移住者の地域参画、男女共同
参画等を促すための各種情報提供等に努めます。
・地域課題の解決や将来的な移住に向けた裾野を拡大するため、「関係人口」の確保に取り組みます。
・若者や女性、また近年認識されつつある多様な性も含め誰もが個々の能力に応じて活躍できる場が広がるよ
う、支援や情報発信に取組みます。
・登下校や授業等の教育の場、生涯学習講座等で、子どもと高齢者など、世代間交流の機会の充実を図りま
す。
・外国籍町民もコミュニティに溶け込み、多様な文化が共生していくための、情報提供、相互理解の場の提供を
進めます。
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６．町民意識調査によるニーズ等

７．管理指標（ｐｔ）　町民意識調査による満足度

８．評価委員会の総合評価

５．地域との協働に関する取組み状況
○広報誌などで案内のあるボランティアやまちづくり行事などに参加する。（個人）
○買い物や通院などに困ったご近所の方の手助けをする。（個人）
○積極的に挨拶や会話をする。（個人）
○移住者の意見を積極的に聞き、地域行事に参加しやすくなるように対応する。（地域）

自由記述意見から実現の可能性が高い又は条件によっては実現可能な提案等に関する記述のみを抜粋【関連する主な予算事業の番号】
①移住者交流会をやりたいと考えている。【3】
②町づくり協議会の補助はいいと思う。男女共同参画で男女の意見をまとめようとする姿勢がまだ区にない。ただ、共同参画でイデオロギーに利用される
こと。名簿を男女混合にするとか、男女で徒競走するとか、間違った使い方を町でしてほしくない。あくまで男女の意見を言う、合わせるための言葉であっ
てほしい。【1,4】
③男女共同だけでなく、ジェンダーや平等意識が持てるよう、町として進めてほしい。【1,4】
④まちづくりの活動は役員さんしか参加できない、一見さんお断りと感じている人も多いと思います。いかに参加してもらうか、知ってもらうだけかが重要で
は。【2,3】
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